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◆ ６月25日までの気象経過：気温・日照時間はともに、６月第１半旬まで平年を大き

く上回りましたが、第２半旬以降は平年並み～やや低く推移しています。 

◆ ６月25日現在の生育状況（水稲生育診断予察圃）：県全体の生育は、草丈が37.6cm

（平年差+0.6cm）でほぼ平年並み、茎数は475本/㎡（平年比112％）と平年を上回り、

葉色値も40.7（平年差+1.5）とやや高くなっています。葉数は平年より0.2葉進んでい

ます。 

◆ 多くのほ場では既に中干しの適期を迎えています。目標茎数（20～30本/株）を確保

したら速やかに中干しを行いましょう。 

◆ 向こう１ヶ月間は曇りや雨の日が多く、気温も平年並～低い予報となっています。 

 今後発令される気象予報に注意し、いもち病の発生動向に注意するとともに、低温が

予想される場合は深水管理などの冷害対策を確実に実施しましょう。     
１ 生育概況 

６月25日に各農業改良普及センターが実施した水稲生育診断予察圃の一斉調査結果によると、県全

体の平均では、草丈37.6㎝（平年差＋0.6cm）、茎数は475本/㎡（平年比112％）と平年を上回り、 

葉色値（SPAD-502）も40.7（平年差+1.5）と、やや高くなっています。葉数は8.4葉で平年より0.2

葉進んでいます。    
表１ 令和元年度 生育診断予察圃の地域別集計（6月25日現在）各農業改良普及センター調べ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２  令和元年度 生育診断予察圃の品種別集計（6月25日現在）各農業改良普及センター調べ 

 
 

草丈 茎数 葉数 葉色（SPAD-502）

品種名 本年 平年 平年差 本年 平年 平年比 本年 平年 平年差 本年 平年 平年差

（cm） （cm） （cm） (本 /㎡) (本 /㎡) (％) (枚) (枚) (枚)

い わ て っ こ 33.6 36.6 -3.0 445 401 111% 7.7 7.7 0.0 38.3 37.2 1.1

あきたこまち 35.9 35.1 0.8 430 396 109% 8.3 8.0 0.3 42.0 40.6 1.4

どんぴしゃり 41.0 38.5 2.5 449 456 99% 8.5 8.3 0.2 42.7 40.3 2.4

ひ と め ぼ れ 38.0 39.4 -1.4 554 472 117% 8.8 8.7 0.1 41.4 41.5 -0.1

銀河のしずく 43.1 39.7 3.4 471 397 118% 8.7 7.9 0.8 41.1 36.8 4.3

金 色 の 風 38.6 35.6 3.0 484 555 87% 8.9 8.4 0.5 40.1 40.0 0.1

注1：平年値は原則として平成26年～30年（「金色の風」は平成28～30年、「銀河のしずく」は同27～30年） 
   であるが、調査開始年次の違いや調査ほ場の変更等により、年次毎のデータ数が異なる場合がある。 
注2：表中の数値は端数処理を行っている。 

注1：平年値、数値の処理は表１に準じている。 
 

草丈 茎数 葉数 葉色（SPAD-502）

地帯名 本年 平年 平年差 本年 平年 平年比 本年 平年 平年差 本年 平年 平年差

（cm） （cm） （cm） (本 /㎡) (本 /㎡) (％) (枚) (枚) (枚)

北上川上流 36.3 36.1 0.2 462 391 118% 8.2 8.0 0.2 40.8 38.9 1.9

北上川下流 38.5 37.3 1.2 484 436 111% 8.5 8.3 0.2 40.9 39.4 1.5

東　　　部 39.1 39.0 0.1 453 472 96% 8.6 8.1 0.5 42.5 40.4 2.1

北　　　部 32.0 37.0 -5.0 437 414 106% 8.0 8.0 0.0 37.0 38.0 -1.0

全　　　県 37.6 37.0 0.6 475 424 112% 8.4 8.2 0.2 40.7 39.2 1.5



 

 

 

 

２ ６月下旬からの水管理 
（１）気象予報  

１か月予報（令和元年6月20日発表，仙台管区気象台）によると、向こう１か月は平年に比べ曇 

りや雨の日が多い見込みであり、日照時間は平年並か少ない確率がともに40％です。気温は、１週

目が平年より高い確率が50％ですが、２～４週目は各週とも低い確率が40％と予報されています。 

  

（２） 中干し（幼穂形成期より前の時期：６月下旬～７月上旬） 

・ 中干しは、根腐れを抑えて根の伸長を促すとともに、無効分げつを抑制する効果があります。 

・ 目標となる茎数（株あたり概ね20～30本）に達したところでは、速やかに中干しを行いましょう。 

落水は７～10日程度とし、田面に小さな亀裂が生じ、軽く踏んで足跡がつくまでとします（図１）。 

・ 期間中、落水を促し中干しの効果を高めるため、溝切りをおこないましょう（図２）。 

・ 中干し直後の水管理は間断かんがいを基本とし、その後、下記（３）前歴深水かんがいに備えて 

常時湛水に移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 中干しの目安（軽く踏んで足跡がつく程度） 図２ 溝切り 

 

（３）前歴深水かんがい（幼穂形成期前後：出穂の約23日前） 

 前歴深水かんがいは、低温から幼穂を保護して障害不稔を軽減できる技術です。幼穂形成期の数

日前から徐々に水位をあげ、幼穂形成期（図３）には４～６cmの深水にしましょう。 

 

（４）深水かんがい（減数分裂期前後：出穂の約11日前） 

幼穂形成期のあと、減数分裂期（図４）に低温が予想される場合はさらに水位を上げ、10㎝以上

の水深を確保します。特に17℃以下の強い低温が見込まれる場合は、15㎝以上の深水とし、幼穂の

保温につとめてください。なお、平年並～高めの気温が予想されるときは間断かんがいにします。 

 
                      
 
 

 

 

 

 

図３ 幼穂形成期の判断           図４ 減数分裂期の判断 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               図５ 中干し後の水管理の模式図 
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３ 追肥  
今後の追肥判断のためにも、葉色の変化に注意が必要です。良食味米生産の観点から、品

種、気象・生育状況をみきわめて、適期に適量を施用しましょう。詳しくは各地域で発行さ

れる技術情報等を参考にしてください。 
 
４ いもち病防除 
（１）葉いもち防除 

本年は葉色値が生育量に比してやや高めのところが多く、また、向こう１ヶ月間は曇りや雨の日 
が多く、気温も平年並～低い予報となっているため、葉いもちの発生に注意が必要です。 
いもち病は、気象条件により急激に広まるので、圃場の観察と早期防除を徹底してください。 

圃場をよく観察し、発生を確認したら、葉いもち予防粒剤（箱施用剤、水面・投げ込み施用剤）施

用の有無にかかわらず、直ちに茎葉散布を実施しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  図６ 葉いもち多発の状況 
（２）穂いもち予防粒剤を散布する場合の留意点 

  ア 水稲の生育状況に注意する（散布時期を逸しない）。 
  イ 圃場をよく見回り、葉いもちが発生していたら直ちに茎葉散布してから粒剤施用する。 
 

５ 斑点米カメムシ類の防除対策 

（１）防除のポイント 

病害虫防除所が実施した６月中旬の調査では、本年も畦畔や転作牧草のイネ科植物で斑点米カ

メムシ類が確認されています。斑点米カメムシ類の増殖源となる畦畔等のイネ科植物の管理を徹

底してください。 

なお、養蜂活動が行われている地域で殺虫剤を散布する計画がある場合は、養蜂家と協議の上、

散布時期を事前に通知するなど、ミツバチへの危害防止に努めてください。 

 

（２）耕種的な防除対策 

  ア 斑点米カメムシ類は、畦畔や転作牧草等のイネ科植物が発生源となるため、水稲出穂の

15～10日前までに地域一斉に草刈りを実施しましょう。 
イ 水田内の雑草も斑点米カメムシ類の増殖源となります。ノビエ・ホタルイ類・シズイが多

発している圃場は、中・後期除草剤の使用等により、増殖源となる雑草の除去に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
図７ シズイの花穂とアカスジカ

スミカメの成虫 

図８ 畦畔雑草が伸びている状態 
（草刈は地域一斉に行いましょう） 
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図12 各地の半旬別気象経過図（主なアメダス地点；４月第１半旬～６月第５半旬）

次回の発行予定日は7月25日(木)です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。

発行時点での最新情報に基づき作成しています。発行年月日を確認のうえ、最新の情報をご利用くだ

さい。 

農業普及技術課農業革新支援担当は、地域農業改良普及センターを通じて農業者に対する支援活動を

展開しています。 

６月１日～８月３１日は 

農薬危害防止運動期間です 

● 農薬散布時は、近隣住民・周辺環境に配慮しましょう

● 農薬散布準備、作業中・後の事故に注意しましょう 

● 農薬は適切に保管・管理しましょう 


